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事鴻銘研究序説 ｢先行研究と新たなる課題-
神 沼 寛 美
1.はじめに
あなたが渇望するものは最優同士の結合で､
それには東西の境界を打ち破らなければならない｡]
上は1893年に広東で没したドイツ領事 HermannBudlerへ寄せた追悼の詩の一節である｡Budlerと
交流のあったこの詩の作者は両江総督張之洞の下で通訳を務めており､客死した知人を惜しんで送っ
たPg行詩の原文は欧文であった｡おそらく ｢東は東､西は西､未来永劫合わさるることはないlと述
べた KIPllngを踏まえた内容だが2､これは Budlerの信念であると共にこの詩の作者自身の信ずる
ところでもあった｡本論が扱うのは他ならぬこの詩の作者で､彼こそが草鴻銘である｡彼はその言論
の特異性によって従来から幅広い注目を集め､近年においても国内外で研究が進められつつある人物
だが､本論は彼の文化的特性に着目した先行研究を紹介するとともに､今後明らかにしなければなら
ない問題点を指摘するものである｡
畢鴻銘は､中国清末民国初期に活躍を知られた学者 ･思想家である｡その活躍は内外で広く知られ
ており､F清史稿』列伝にも一項を割かれている30福建省同安に原籍をもつ彼は､1857年に英国海
峡植民地のペナンに生まれた｡本名の湯生はTumsonの音訳で､長じて漠演読易と号した｡曽祖父
の事礼歓が現地の甲皮丹 (Capitaれ)を務めており､父紫雲がイギリス人の経営するゴム園の経理を
任されていたことからも､在地の有力者であったと考えられている｡また生母は西洋人 (一説にはポ
ルトガル人)であったと言われており､本人も幼少時を現地の西洋学校で教育を受けた｡1868年から
知人のスコットランド人 ForbesBrownに伴われ渡欧し､エディンバラ大学でラテン語やギリシア文
学､数学などを学んだ上で文学の学位を修め､続けて道学したライブツイヒ大学でも工学の学位を修
めた｡またこのとき歴遊したフランスとイタリアでもそれぞれ語学を習得し､法学にも触れたという｡
1880年にペナンへ帰郷しシンガポーール植民地政府に就職したが､1882年に馬建忠と面談したことで清
-の ｢帰還｣を決心し､1885年から両江総督張之洞の幕僚として通訳を務める｡更に1905年に外務部
I黄泉蕗等篇 r事鴻銘文集J上p5｢尊王篇｣憶念赫爾隻 .布徳軌 (海南出版社 L996)
2 r寧鴻銘文集二下p.302｢東西文明の異同を諭す｣
3 r新校本清史乱 巻四百八十六列伝二百七十三文苑三 林梓 ･厳復 ･畢鴻銘
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侍郎の実衝を賜り上海黄浦俊治局に着任､続いて1910年に上海南洋公学監督に就任したが､辛亥革命
後は辞職し北京-向かう｡]915年､察元培に招聴され北京大学の西洋古典教授に就任するも､1923年
察元培の免職に抗議して離職40 1924年からEl本の大東文化協会の要請を受けてEl本 ･台湾にて講演
活動を行い､同協会の客員教授に就任｡日本滞在中の1925年には張作森に顧問として招かれるがそれ
を拒否､ - 一万1928年には日本の職を離れ帰国し､軍閥の張宋昌に山東大学校長に招聴されるが､就任
前に北京で病死と伝えられる｡享年七十二二歳O
その著作についてだが､外国語に精通していた事鴻銘は欧文と漢文の双方で論文を残しており､代
表作として次のようなものが挙げられる｡まず､張之洞の幕僚時代に上海で出版された英文の PaperL'
/Tom VICeγOy'sYamen･J4ChlWSePlea/OrtheCauseofGoodGovernTnPnEandTrueCivllZalwnlnChina
｢総督衛門論集 (漠文名 『尊王篇』)｣(1901)で､これは1923年に北京の日資新開 ｢北華正報｣から
も再版されている｡義和団事件前後の情勢を踏まえ､イギリス人を中心とした欧米の中国評価を批判
し中国の伝統的政治体制を弁護した論文集で､事鴻銘の思想の根幹をなすとされる清朝､特に西太后
への激烈な忠誠心が強い印象を残す｡その後､日露戦争時には Ja♪anDatlyMatl紙上で EEnunc,
'eges,tnEelEtglte!TheMoralCauseofthPRusso-JapaneseWar｢よく聞け､支配者 ! 明察せよ:日露戦
争の道義的原因｣(19O4)を連載し､ロシアを痛烈に批判して内外の注目を集める.1909年に張之洞
が没するとその翌年には追悼文集として､やはり英文の TheStoryo/aChmeseOxjTordMovement:ayl
essay川PoltEtcalandsocwlmlictsminrhmta｢中国オックスフォード運動の物語 (漠文名 『清流伝』)｣
(1910)と中文の『張文嚢幕府紀聞』(1910)の二作を上梓する｡前者は清流党の活動をイギリスのオッ
クスフォード運動に重ね合わせて紹介し､晴夫の主要な政治家を批判した英文エッセイ集で､後者は
張之洞の幕僚時代の回想録をやはり随筆形式で綴ったものである｡北京にわたった後の1915年に発表
した TheSf'mlo/theChlWSePloJ'L{｢中国人の精神 (漠文名 F春秋大義』)｣(1915)は北京東方学会 (詳
細不明)の講演原稿とされ､皐鴻銘の語る伝統中国の宗教観 ･儒教観が中心的内容だが､各国語に翻
訳されており､彼の著作の中で最も広く読まれたものとして知られている｡1920年には哲学者Nelson
が事の論文の数本を翻訳編集した voxClamanhs(1920)｢柄城｣をライブツイヒで出版しており､宰
鴻銘は当時のドイツで大変な高名を博したと知られている5｡1922年には生涯二作しか残さなかった
中文随筆集のもう一つ F読易草堂文集』(1922)を発表し､主に清末期に起きた国内外の様々な事例
を彼なりの視点で叙述している｡その後日本に渡った事鴻銘の思想を示す資料として､彼を招碑した
大東文化協会での講演内容を日本語で纏めた 『畢鴻銘講演集』(1925)が残されており､晩年の彼の
17清史積J列伝二百六十張勲伝によると1917年の張勲復粋に参加して外務部侍郎に就任したとあるが､実際に復梓で指導的
役割を果たしたかは不明｡朱維持 ｢季鴻銘生平及其他非考証｣(読書1994年4期)による｡
r'既にドイツでは草碑銘と親しかった宣教師 RechardW.伽1mが r尊王軌 とT晴流伝 の抜粋を､OscarA HSchm.tzが r春
秋大義Jを翻訳して出版しそれぞれ好評を博していたというOこれら一連の現象は ドイツ新青年の孔数ブームとして中国
や日本にも伝えられているO大津康 ｢支那精神と欧州精神｣(東亜之光 1918年213月)､後に出た漢訳が平伏 ｢中西文明的
評判｣(東方雑誌15-6 1918年('月).
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思想を覗う手掛りになっている｡
また中国古典の翻訳を行い､西洋文献に依拠した注釈を加えたことでも知られており､1898年には
(大学)の英訳 TheDtscourseandSa_vlngOjConfucious-ANewS♪ectaLTranslatlOlwithQuotalwnsfrom
GoetheandotherWrlterSを､｣906年には く中庸)の英訳TheUnt7'CrSa1Order.UYConductoil.tjTe.α
ConjuctanCaLechtsmを､それぞれ上海で発表している0-万18世紀の英詩人 wlliamCowperが記し
た訊刺的四行詩集 ThpDwrγtlngHtsLoryorjuhnGtlPmの漢訳 『痴漢騎馬歌』(上海商務院印書館)ち
上海で1905年から19LO年の間に出版している｡
以上､多岐にわたる事鴻銘の著作を調査するための基本的な資料集として､『革鴻銘文集』6の存在
が挙げられる｡彼は先述のようにその著作の大半を英文で残していたため､多くの中国人に馴染みの
深い人物ではなく､また資料に用いられた英文の難解さから研究対象として敬遠されることもあった｡
しかし辛鴻銘の文献の中国語訳を収集した同書によって資料面の問題の一部は解決し､広く事鴻銘の
名が知られる契機となった7｡また同書の巻末には年譜が付錠され､細かい検討は必要だが参考とす
べき基本的かつ重要な資料である｡
しかし事鴻銘は自分自身の過去や体験について多弁と言いがたく､その事実が複雑な来歴とあわせ
て事実の確認を困難にしている｡そこで本人の著作のみならず､周辺の人物による評伝や回想などが
史料として重要となってくる｡幸いなことに事鴻銘は同時代の人物にも海外体験と頑迷な保守性など
思想や言説を注目され､彼と面談した多くの人物がその記録を残している8｡『文壇怪傑畢鴻銘』9は
胡適 ･羅振五 ･周作人 ･震減ら畢鴻銘に親しかった周辺人物による評伝を抜粋した文集である｡また
F章鴇銘印象』10にも周辺人物の回想に加え､同時代の外国人による人物評､同時代の外国人による
評価を紹介した論説や畢鴻銘に関する有力な論文などが収録されている｡更に上二編の評伝に増補を
加えた 『昧世怪傑 名人筆下的畢鴻銘 革鴻銘筆下的名人』11には､畢鴻銘自身による著名人への評
価もその著作の中国語訳から抜粋して掲載されている｡
華鴻銘に対する同時代人の視点として､黄輿涛氏は次の三通りの認識を指摘する｡まず一つ目が張
之洞の幕僚として重用される理由になった語学能力に着日し､当時の中国第-の ｢語学の天才｣とし
て草鴻銘を扱うもの｡第二に､西学東漸の風潮の中で東洋思想を西洋-向けて輸出した Iー哲学者｣と
したもの｡そして第三に､事鴻銘独特の文明観に基づいた強烈な ｢保守主義者Jとしての人物像を描
6 黄興港等篇 丁畢鴻銘文集』(上､下)(海南出版社 1996)
7 同書は十数万部の売り上げを記録し､その結果起きた ｢革鴻銘現象｣によって､今日に至るまで台湾や大陸中国での研究
が急速に進められつつある｡楊念群 ｢従80年代到90年代 :中国思想史間愚意講演変｣r中層理論- 東西方思想界通下的中
国史研究j (江西教育出版社 2001)
8 没後六年を経た1934年には､親交の厚かった林語豊が主宰雑誌 r人間世Jにて革鴻銘特集を組んでいる｡林語堂ほか､温
源革､陳昌華､林斯陶ら交友のあった人物による回想及び評論が中心で､Maugham､Brandの評伝の中国語訳も掲載され
ている｡但し個別のエピソードには詳しいが学術的性格は薄く､また来歴などに事実との岨肺も多い
9 胡適等著 ･伍国産編 r文壇怪傑寧油銘.(岳麓書社 1988)
10 宋柄輝編 V草鴻銘印象J (学林出版社 1997)
‖黄興蕗編 r味世怪傑 名人筆下的畢鴻銘 等油銘筆下的名人J (東方出版中心 1998)
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いたものである12｡ただし多くの評伝では､これらのいずれかではなく複合的な性格を持つ複雑な人
物として華鴻銘を捉えている｡またいずれの視点も事鴻銘が若年期を過ごした西洋との関わりに着目
しており､その著作や思想活動の性質上､林語堂や朗適のように外国文化に造詣の深い人物や外国人
による言及の多い点が畢鴻銘の評伝の大きな特徴といえるO
また新文化運動時の東西文化論争では､畢鴻銘に対する評価が争点の一つとなっていた｡『東方雑誌』
に1918年6月に掲載された平伏の ｢中西文明之評判｣が r新青年』で陳独秀や李大別らの議論を誘発
したとされているが､発端となった平伏の論文はドイツでの畢鴇銘の高評を紹介した日文論文の中国
語訳であった13｡｢全般西洋化｣に反対する者として､無論批判的な意味合いからではあるが新青年
派の論客からも畢鴻銘はしばしば言及されている∪こうした賛否の幅が極めて広い点もまた､やや過
激で極端な性格だったと伝えられる革鴻銘の性質を示す一つの特徴といえるだろう｡
しかしこうした第三者による史料の発掘という課題に関しては､現在も完全に解決された状況とは
言い難い｡特に晩年を過ごした日本での評伝や回想録､講演活動などの紹介やそれに寄せられた感想
など､まだ未紹介の史料は管見の枚ぶ限りでも複数存在するO事鴻銘の日本観は愛妾吉田貞子との接
触に端を発しており極めて好意的であるが､中岡よりも西洋化の進んだ東洋文化として畢鴻銘は独得
な地位を認めており､単純な東西二項対立に留まらない彼の思想分析を行う上で重要な史料となるこ
とが期待される｡例えば清水安三は自伝 『朝陽門外』で､北京のスラムに女子救済学生に当たる崇貞
女学院を建設した直接の契機として､事鴻銘に ｢中凶の女性は日本人が教育すべき｣と懇願されたと
いうエピソードを挙げている14｡清水の記述には事実に反する点も含まれるため注意が必要だが､日
本人女性をめぐる一連の言説と似た色彩を帯びており､特に日本人に対して口の軽い事鴇銘ならば事
実かもしれないと思わされる叙述である.足跡についての研究は一区切りがついた印象のある幸鴻銘
だが､晩年の事跡を辿る調査は今一度検討の必要があるだろうL50
[2 T昧世怪軌 編者序p2
13脚注4参照｡東西文化論争については､Jl1尻文彦 ｢畢碑銘与 "道徳"的課題一一傭 視東西文明的視角｣高瑞泉 ･山口久和主
編 r城市知識分子的二重世界- 中国現代性的歴史硯竣J上海古井出版社 (2005)pp.L75-176
14 ｢一日私はこの事碑銘氏にわたくしのライフ･ウオーク (生産の事業)を語ったら､暫く考えていてわたくLに支那の女性
教育をしなさいと言った｡そして支那の女性を教育することが如何に必要であるかを説き､日本人でなければ支那の女性
を教育できないとまで説くのであった｡｣清水安三 r朝陰門外J (伝記義幸228 大空社 1996)p1450但し同著者の r当
代支那新人物J (大阪 大正13年)で著述された革碑銘の記事の正確性に比べると事跡や紹介などにかなりの岨肺があり､
やや難のある史料と言わざるを得ない｡
15晩年の事碑銘と日本の関わりを扱った研究としては､劉香稔 ｢西洋的近代-のある文人の抵抗 軍鴻銘の訪日講演集を中
心に｣(小堀桂一郎編 丁東西の思想蹄争J中央公論社 1994)張明傑 ｢日本に夢を託す一晩年の箪鴻銘と日本一J (明海大
学教養論文集No,13 2001)などが既存のものとして存在するが､いずれも畢鴻銘の日本での事跡の一部を紹介するに留ま
り､資料面での問題を解決する性格の研究ではない｡訪日期間中に日領台湾で行った講演に関する新聞資料としては､林
産彰編,藤井 倫明等 ｢寧油銘来墓相鯛報導集材 ｣(中囲文菅研究通訊 11-3 2001)が整備されており､日本でも同様の資
料集の作成は意兼のある作業になると思われる.
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2.先行研究の動向
多面的で複雑な性格を持つ畢鴻銘は､換言すれば多くの視点からアプローチすることの適う人物で
もあるU近年､草鴻銘は注Elを集め様々な角度から研究を進めC,れているが､彼の思想を探る上で極
めて奄要な視点となるのが､独得な文明観である｡草鴻銘は略歴から伺えるように西洋文化への造詣
が深く欧文での著作も数多く残している一方で､先述のように激しい中国文化の保守主義者としても
その名を馳せていた｡その二つは必ずしも対立するものでないとはいえ､その特殊性ゆえに解釈に幾
らかの手順を要する｡まず事鴻銘の思想を支える特殊な知的基盤と著作の記された歴史的文脈を把握
しなければならないが､彼の場合は東洋と西洋の双方からの観察が必要となる｡特に青年期を過ごし
た西欧からの影響は大きく､草鴻銘はしばしば西洋の思想的枠組を踏まえた上で､あるときは反駁も
しくは皮肉として､またあるときには自説の補強のためにそれを用いることがある｡言わば当時の西
欧のオリエンタリズムに対抗する畢鴻銘なりのオクシデンタリズムとも言うべき思想の背景は､先行
研究によってかなりのところまで明らかにさilている,
R.DavldArkush氏16は事鴇銘を廻る包括的研究の端緒を開いた人物だが､まず彼は畢鴻銘の西洋
体験がその思想に与えた影響の考察を行い､事の保守主義は西洋の文化の特質を理解したうえで外面
的な西洋化に拘泥する中国知識人-の説刺として用いたとする｡また畢鴻銘はその思想を支える根幹
として､東西の垣根を越えて存在する普遍的な ｢道徳｣の実在を確信していたと指摘した｡同様の見
解を示したのはGuyS.AllttO氏 (英世 )ユ7で､彼もまた畢鴻銘を借り物の知識しか持たない他の保守
派と一線を画す存在であるとした｡更に､事鴻銘は清末民国初にかけて盛んに形を変えながら主張さ
れた東洋と西洋の融合についても､他の中国知識人が述べるように制度や技術といった文化の面では
なく､ l文明｣すなわち精神的道徳の側面から実現されるべきであると考えていた点を指摘する｡し
かし畢鴻銘が精神的な土壌を培った青年期以前の環境については､周囲の人物の手による異同の多い
評伝によって推し量るしかなかった｡そこで故郷での畢鴻銘の足跡を調査したHu卜minLo氏18は､ペ
ナンでの畢家の地位や青年期以前の草鴻銘の就学体験を明らかにする中で､畢鴻銘の初期のアイデン
ティティが海峡植民地華僑文化を背景に育まれたことを明らかにした｡青年期以前の事鴻銘は中国文
化に接触する機会こそ設け得たものの､それは純粋な大陸のものではなく､祖国を離れた共同体を作
る華僑社会に適合するよう理想化されたものであり､純粋な中国文化に対する知識は成人後に獲得し
たものであったとする｡
東洋人と西洋人の混血として生まれ､海域植民地で育ち西洋教育を受けた畢鴻銘にとって､東西を
16RDay)dArkush,.･KuHung-mlng(18571928)【PapersonChl的(wL19),HarvardUn■vers'ty(1965)
17Guys.ALltO(文世)｢中国的文化守成主義者事鴻銘｣
r文化守成主義論-反現代化思潮的剖析j時報文化出版事業有限公司 (1986)
これはアメリカ人の著者がはじめから中国語で述べた著作である｡
18LoHu1-m】nI.KuHung一m.ngSchool.ngpI,apero'LFarEasternllSLory37-38(1988)
'■KuHung一mLngHomecom】ngrEasLAsianhtsLor.T(6).AustralanNatJOnalUnEVerSLty(1993)
'lKuHung-nllngHomecormngu'EasLAslalhlSLw^ 9),AustraLtanNatlOnaLUnlVerSLt),(1995)
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明確に区別する思考方法は恐らく葛藤を生むものだっただろう｡しばしば清末の中国知識人が陥りが
ちだった抽象的な西洋観に囚われず､西欧各国をそれぞれ特徴付けて捉えることのできる視点を彼は
獲得していたが､それは恐らく留学時代の歴遊体験に基づいた､中国の既存の知識体系によらない方
法で西洋と接触したことに由来すると思われる｡しかし西欧を遊学した後､郷里へと戻った畢鴻銘は
敢えて自ら ｢中国人｣となることを選択した｡ボーダレスな思想家として捉えられることが多い一方
で､精神的地盤を中国に置いた近代知識人の一人として畢鴻銘を考察した研究も存在する｡中国にお
ける宰鴻銘研究の大家である黄輿涛氏L9は､事鴻銘が影響を受けた西洋思想としてThomasCarlylぐや
MatthewArnoldらロマン派詩人を紹介し､また草鴻銘の保守性の背景に伝統文化への憧憶や母国の
言語文化-のコンプレックスを認め､彼の保守主義は西洋体験の中で構築されたものという立場を示
す一方で､草が西洋文化の導入を強硬に反対した理由のひとつとして第一次世界大戦前後の欧州社会
の混乱を挙げ､その事態を招いた無政府状態の原閃となる思想や体制が中国-導入されることを極端
に督戒したためと指摘している｡
第一次世界大戦以降､草鴻銘の東西文明観に変化が見られるのは事実で､それまで西洋と東西の｢道
徳｣の普遍性を主張していた彼だったが､戦後になると殊更に ｢東洋の優位｣ ｢儒教の優越｣を叫ぶ
ようになる.そこで戦後以降の著作である F清流伝』r春秋大義』に見られる事鴻銘の発言を分析し､
儒教で最も重視されるはずの ｢孝｣よりも ｢忠義｣を重視している点に着目したのが森紀子氏OUであ
る｡草鴻銘は皇帝への忠義こそが政治体制のみならず儒教国家の礎石となると主張したが､そもそも
事鴻銘の主張する儒学とは五経四番に忠実に従った伝統的なものというよりも､ちょうど彼を幕僚と
して招いた張之洞らが用いた近代国民国家形成期を支えるための道徳規範に近いと指摘した｡そして
事鴻銘は ｢孔教会｣をはじめとする清朝遺老と思想活動を一にすることが多い点を例に､彼の保守主
義は当時の中国において例外的な思想ではなく､むしろ新学対儒学の先駆的系譜に位置するとした｡
更に､草鴻銘の初期の著作である 『尊王篇』においても同様の傾向が見られるとしたのが朱寿桐氏:1
で､草鴻銘の物質文明に対する激烈な批判が新人文主義を提唱したアメリカのIrvlngBabblttと類似
している点を指摘し､またその保守性が伝統中国の社会秩序や文化秩序への回帰ではなく古代経典の
価値基準を利用したという点において､中国の他の復古主義者と異なる新人文主義の先駆者とした｡
しかし ｢道徳｣を軸に総合的な思想分析を試みた川尻文彦氏は､畢鴻銘が中国オックスフォード運
動時の張之洞の主張に必ずしも肯定的でなかった点に着日する22｡事鴻銘が理想とする行動とは道徳
.9 黄輿藩 r文化怪傑等鴇銘J (中華脊局 1995)
但し同氏は十年程前から畢鴻銘研究に一区切りをつけ､現在は成代中国語の語嚢研究を手がけているという｡黄興藩 ｢清
末民初､新名詞･新概念の ｢現代性｣問題- '思想現代性｣と現代性をおびた ｢社会｣概念の中国での受容-｣(現代中国
研究17 2005)川尻文彦 ｢日本漢語 (新名詞) ･中国の ｢現代性｣ ･｢一般思想史｣-黄興蒔氏の議論に触発されて｣(現
代中国研究17 2005)
20森紀子 ｢遭老畢鴻銘における文化保守の論理｣(森時彦編 r中国近代化の動態構胤 京都大学人文科学研究所 2004)
21朱寿桐 ｢畢鴻銘 "尊王…観的新人文主義背景｣(福建論境 ･人文社会科学版 2007年3期)
22前掲川尻文彦 ｢事鴻銘与 =道徳"的課題｣(2005)
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的な責任感を認めそれに従うことと説明し､また彼が現代ヨーロッパの新学について ｢賎貨貴徳｣を
旨とする儒教の対極の意見と見ていたことを指摘した｡そして張之洞の 1ヰ 体西用｣論は根本的な論
理矛盾を学んでおり､両立不可能なものと事鴻銘自身が危倶していたとするO だがその一方で､第一
次世界大戦後に執筆した 『サ 国ー人の精神』を分析し､畢鴻銘は世界に平和をもたらすために必要な｢正
義｣と ｢技巧｣の二要素を r一良民の教え｣つまり儒教で言うところの ｢名分大義_｣の中にだけ存在す
るとしつつも､ヨーロッパの言葉で ｢道徳律｣もしくは ｢紳士の法｣と呼ぶことができると考えてい
た点を指摘したO
ところで草鴻銘の西洋観を考察する上で決して外してはならない要素が､その語学能力である｡先
述したように革鴻銘は四書の翻訳を試み く大学)く中庸)の英訳を世に出しているが､実はその翻訳
は中国において必ずしも評判のよいものではなかった｡しばしば一般的な訳語を避け､用語の道徳的
な意味を重視した意訳を行い､また注に西洋の書物からの引用を用いるなど､かなり強引な翻訳を行っ
ている点に由来するものと思われる｡鹿瀬玲子氏23は革鴻銘の 『中庸』の英訳の目的が ｢中国文明｣
の一つの象徴として西洋へ紹介することにあり､内容からかけ離れた注釈や強引な翻訳は儒教を西洋
的コンテクストで理解可能なものにするための手順､いわば儒教の宣教師としての作業であったとす
るoつまり西洋と東洋の思想はいずれも事鴻銘の知識の範噂に存在した､変換可能な概念であったと
説明する｡
東西の思想に共通性を見出そうとしていたとは言え､軍鴻銘が西洋と東洋の差に無頓着だったとは
言えない｡むしろ青年期の西洋体験の中で､恐らく自分が東洋人であることを何度も突きつけられた
はずである｡後年胡適の回想の中で､スコットランドに滞在していたころ事鴻銘が下宿の女性に群髪
を邦冷されたことに激昂して断髪したというエピソードが紹介されている｡解髪や纏足は､欧米 (級
には日本でも)において唾棄すべき野蛮な風習として視線を集め､中国の後進性を説明する論拠とし
てしばしば用いられていた｡このように身を以て ｢西洋｣を体験した事鴻銘が､その枠組の中から｢中
国.を観察した際の意識動態に着目したのが DnrothyK｡氏 24である｡Ko氏は欧米の ｢視線_】の問
題に着目した｡事鴻銘の保守主義は､近代化の過程で伝統文化が排除されるべきものとして見出され
ていく一連の動きに反する｡しかし事鴻銘は西洋からの視線に無頓着だったのではなく､むしろ他者
からの視線を強烈に意識した上で､西洋的価値規格に基づいた評価に対する猟刺として保守論を示し
たのだと指摘した｡更に､外国からの視線に耐えうる理想的な中国人の象徴として､儒教倫理を生活
の規範とする女性像を理想的な婦人として描いたと説明している｡
23鹿瀬玲子 ｢反響しあう東と西- 草鴻銘による r中胤 の英訳｣(高柳信夫編著 F中国における ｢近代知Jの生成』学習院
大学東洋文化研究叢書 2007)
L)or.)thyK｡C17tderelLa'sStsLel,SARevIS101lSLFllSLoryofFoolbtmd川g,PP30-37 Losangles･LnlVerSltyCaHTornLaPress.2005
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3.今後の課題
牽鴻銘は既に多くの研究者によって言及されてきた人物だが､特にテキストの内容を精査に分析し
た研究はこの数年の躍進が目覚しい｡従前から注目を集めていたにも関わらずテキストの研究が遅れ
た背景としては､先述のとおり史料的な制約が大きかったという他､宰鴻銘の複雑な履歴を解きほぐ
す方が急務とされたためだと思われる｡Hui-minLo氏や黄輿涛民らの研究の成果によって草鴻銘の
ライフヒストリーが明かされ､ようやく著作の背景を踏まえた思想研究を可能とする地盤が整ったと
言えるだろう｡著作ごとの内容を深く分析した研究が始められ､また著作全体を踏まえた包括的な研
究も試みられつつあるため､今後の研究の展望が望まれる｡長年 ｢清朝の遺臣｣｢変人｣という抽象
的なイコンとして扱われがちだった畢鴻銘だったが､ここへ来てようやく彼自身の思想を取り上げら
れるようになったと言えるo
但し草鴻銘はよく言えばサーービス精神が旺盛､悪く言えば読者を意識しすぎるところがあったらし
く､各著作の著述は想定される読者によってかなり大きく異なり､また内容もその点を加味して考え
る必要がある｡川尻氏による包括的研究は大きな成果を上げるものだったが､｢道徳｣という極めて
大きな課題を中核に据えて分析したため､事鴻銘の心のひだまで洗い出すような性質のものではな
かった｡英語圏の研究者によって指摘されるような､文化の衝突地帯で生まれ育った人間特有の葛藤
が思想に与えた影響は､さほど重視されていないように思われる｡複雑なバックボーンを持つことで
知られる畢鴻銘を理解するためには､生涯を貫く大局的な思想を明らかにすると同時に､ややもすれ
ば揺らぎがちな細部の問題も解きほぐされる必要があるだろう25｡
その意味で､DorothyKo氏の指摘した問題点は重大な意味を持つ｡青年期以前を西洋社会で過ご
した畢鴻銘は東西文化の衝突を個人的な感覚として身につけており､そこから体験的な文明観を培わ
れていた｡その具体例として Ko氏が示したのが ｢視線｣の問題である｡もともと西洋から向けられ
た ｢視線｣への対応は､それ自体かiFi.代中国社会の動態を探る上で重要な課題であったOまた､男性
よりも外部との接触が少なかった女性は ■~視線｣-の対応を迫られる中で社会問題として発見され､
ある意味では男性より顕著に近代化を体現してゆくことになつ/J｡事鴻銘は纏足や蓄妾の擁護といっ
た言説によって女性を伝統文化の中に縛りつけようとした人物として知られているが､これらは彼自
身の著作ではなく信懲性に難のある評伝などから伝えられた逸話に由来する部分も大きい26｡また女
性を文明の特質を示す抽象的なバロメL--タ--や文明そのものの比喉として捉えていたという側面も持
ち27､中国女性を抑圧する文化を擁護したと言われながらも､その著作に現れる女性の具体例は西洋
25畠山 (劉)香鰍 ま畢洩銘が留学時代にキリスト教から受けた影響を考察しているが,最終的には儒教との比較を通した東
西文明観や道徳問題の分析に帰結しているo｢事鴻銘のキリスト教認識と批判｣京都産業大学論炎人文科学系列39(2008)
26陳彰の紹介によると,畢沌銘は論文の執筆中に ｢興奮剤｣として車の纏足の臭いを楽しむなど､姓足を噌好したという｡
ただしこの著者の委細については不明｡T喉世怪軌 ｢一代奇才革鴻銘｣p.176
27例えば日本の道徳的倭の例として貝原益軒の ｢女大学J を挙げ､日本女性こそが純粋古来の儒教文明の花と著述する (F畢
碑銘文集j上p.203｢日俄戦争的道徳原因｣)｡また､T7-マカトリックの世俗化の過程を仙女が悪女-堕落する様子に喰え
る例もある (同pp.129-)31｢尊王訴｣)0
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女性の方が圧倒的に多く､具体的な中国人女性の像は予想外に語られることが少ない28｡彼の女性観
はその文化や文明論や東西観と密接に結びついており､しかも畢鴻銘の個人的な所感をより強く反映
するため､より慎重で精査な検証がなされるべきである｡
従前､章鴻銘の評価を難しくしてきた一因として､清朝とりわけ西太后 (慈蔵太后)への激烈な弁
護が挙げられる｡伝統的な儒教倫理や事鴻銘自身の述べる中国女性の理想像から大きく逸脱するにも
関わらず事鴻銘は多くの著作で西太后-の忠誠心を示しており､特にそれが最も強く表現された (尊
王篇)は他の著作に比べ評価が困難になっている｡この点について従来の研究では､家庭秩序を維持
する ｢孝｣より国家秩序を維持するための ｢忠義｣を重視した儒教観に由来する29､もしくは清朝の
維持に果たした西太后の役割を評価している30､との説明がなされてきたが､清朝の代表者としての
みならず女性としての美徳を強調するという事鴻銘の叙述を解釈する上で十分とは言いがたいO草鴻
銘はヴィクトリアなど女性権力者の存在を容認し31､また西太后の政治的手腕を積極的に評価してい
る32とはいえ､最終的には抽象的で客観性に欠ける賛美とりわけ婦徳の強調を行っている｡西洋的騎
士道精神の発露33という説明もある一面での妥当性はあるが､｢皇太后陛下が滞族文明の花であるよ
うに､日本女性もまた日本文明の花である34｣と文明論にまで拡大した西太后賛美を捉えきることは
困難である｡この点を分析するためにも､畢鴻銘の体感的な文明論と結びついた女性観を把握する必
要性は大きい｡
一夫多妻を茶壷と茶碗や車の車輪に喰えて肯定したと伝えられる畢鴻銘は､女性観を語られるとき
にややもすれば潤色をまじえた著述で語られがちである35｡また西太后への忠義は清朝へのそれと読
み替えられやすく､西太后自身に対するものとして独立して語られることは少なかった｡彼女はあく
まで清朝の象徴として扱われ､草鴻銘の諾える婦徳の側面は軽視されがちな傾向にあったといえる｡
また畢鴻銘の理想とした女性論と西太后賛美の根拠として提示した性質の両者には矛盾する箇所が多
く､従来の研究で一貫した理論として扱われることはほとんどなかった｡しかし､女性の教化を文明
28 r畢鴻銘論集J ｢日本の将来｣の中では､｢婦人の典型｣として賞賛する具体例として､ギリシア悲劇のアンヂゴーネやイフ
ジニアを取り上げている (薩摩雄次 r宰相銘論集JPP.1-22大束文化協会 1924)｡またシェークスピア悲劇の女性像を愛
好する一方､r椿姫Jのマルガレットを ｢邪悪の化身｣として憎悪するなど､極めて幅広い例示によって女性論の著述を行っ
ている｡(黄興藩 F閑話等碑銘J湖南出版社1997 pp.1541156)
29T春秋大義J中で事鴻銘は三網 (君臣 ･父子 ･夫婦の義務)の ｢忠義｣を特に重視している｡この点について､F欽定教育
宗旨j(1906)を手がけた張之洞が国家求心力を回復するために唱えた､伝統を突き抜けた儒教道徳からの影響を森氏は指
摘する｡森紀子 (2004)pp.353-355
30混乱状態こそが秩序の対極にあるとした畢鴻銘は､清朝の維持と叛乱阻止こそが社会の混乱を避け7.現実の秩序そのもの
であるとして､ 『柄賊Jの中で西太后の保守的な政策を積極的に評価しているとする｡朱寿桐 (200'/)p.90
31T清流伝｣で ｢皇太后は英国のヴィクトリアのように偉大な食婦人にして女国主であるばかりか.一人の高貸な ｢尋常なら
ざる｣女性である｣と西太后を著述 (T事鴻銘文集⊥上 p.329)0
32r読易草堂文軌 ｢く尊王態)釈疑解禍論｣では西太后の人材登用について高く評価し､また対外政策にしても排外論者とし
ての性格から殊更に目を逸らしたような著述が見られる｡但し畢碑銘が提示した具体例の信恐性や現実性は稀薄 (r畢独鈷
文集J下 pp.222-226).
33r尊王篇Jにおける西太后への弁護について､彼女に対する外国からの批難を目の当たりにし､不幸な淑女に対する象限に
かられ行ったものとするoArkush(1965)p.204
34r革碑銘文集こ上p.202｢日俄戦争的道徳原因｣
35r閑話革鴇銘.pp,1491153
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化の指標として用いた宣教師らの認識と､女性を固有の文明の象徴として捉えていた事鴻銘の意識は
恐らく同じ西洋の文脈の中から生まれ出たもので､宣教師の活動に真っ向から反対を示していた草鴻
銘の姿勢は反動と言うよりもむしろ反撃と呼ぶに相応しい;6L.しばしばユーモアを交えた痛烈な訊刺
によって国内外の情勢を榔捻したことで知られている草鴻銘にとって､極端な女性論や西太后賛美は
単なる寓意に留まらず､西洋の lー視線｣とそれに基づいた中国評価や西洋自身の自意識に対する厳し
い批判を込めた可能性が強い｡彼の思想的な立位置を理解する上で､その独特の女性観は極めて大き
な指針となることを期待することができるだろう｡
36女性の抑圧を解放する運動は宣教師たちの主な活動のひとつで､宣教活動の盛んな土地では清末期に次々と反纏足運動が
組織されていった｡東田雅博 7線足の発見-ある英国女性と清末の中国}(大修館書店 2004)は英国女性による反纏足運
動を紹介した本である｡
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